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祝 辞

卒園する皆さん

おめでとう ございます

保護者の皆様、本学附属幼稚園の教育方針に関しまして

深いご理解と多大なご協力をいただきましたこと、心よりお礼申し上げます。

本日は、誠におめでとうございます

また、3年間、子どもたちのために、全教育活動を通して育てて

いただきました教職員の皆様に、厚く感謝申し上げます。

これからはじまる義務教育において、

今、世の中は子どもたちの心の問題をはじめ、

教育に対する関心が大変高いものであります。

一つの事に熱中するという経験が子どもたちの心の中に関心を生み、

いろいろな事に目を向け、何にでも挑戦するという体験が意欲を生むと

言われます。

空に浮かぶ大きな雲をみて、子どもは空飛ぶクジラを思い浮かべます。

また、 「大きなゾウを飲み込んだヘビ」を描いた子どもは、大好きなお母さんや

お父さんに驚いてほしかったのです。 しかし、子どもの頃を忘れてしまった大人は、

その絵を「帽子」としか見えなかったそうです。

今、大切なことは身近な自然の中で体験することです。そして、「感じる」

ことではないでしょうか。物事の本質は目に見えないものであり、大事なものは

目に見えないのであります。

これからたくさんのことを知り、多くのことを学んでいく

子どもたちにとって必要なことは いろいろな出来事や出

会う事柄の一つひとつに対して「感じる心を持つ」ことで

はないかと、思われてなりません。

おめでとう ございます

平成20年3月13日

鳥取大学附属学校部長 矢部敏昭
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